
事業報告書

【スポーツ団体スポーツ活動助成】

助成事業細目
組織基盤強化事業

スポーツ団体ガバナンス強化事業

助成事業者名 一般社団法人日本キンボールスポーツ連盟

事業名 ガバナンス強化事業

事業の成果

１　規程の変更、作成
・定款　変更
・謝金規程　変更
・旅費規程　変更
・会員規程　新規作成
・慶弔見舞金規程　新規作成
・情報セキュリティ基本方針　新規作成
・情報セキュリティ基本規程　新規作成
・個人情報保護規程　新規作成
・特定個人情報等の取扱いについての基本方針　新規作成
・特定個人情報取扱規程　新規作成

２　コンプライアンス研修会　1回開催　10月19日（火）開催（オンライン形式）
※　弁護士が担当
役員（理事・監事）、委員会委員長、事務局員　計16名参加
・成果：コンプラインアンスについて法令遵守だけではなく、競技団体の定める内部規範の遵守や
社会規範の遵守という共通の認識を持つことができた。
・今後の課題：日本キンボールスポーツ連盟の役員だけの共通認識だけでなく、関連する都道府県
キンボールスポーツ連盟の関係者や、指導者、レフリーまで幅広く認識を同じくする必要があるこ
とを痛感した。

３　ガバナンス強化事業会議への専門家の出席及びアドバイス　8回開催
会議に専門知識のある者が出席し、指導、助言を行う。
・成果：会議から多くの検討事項が掘り起こされ、新たに検討を開始した。
・今後の課題：この検討、改善に関わる任務を継続して遂行していくことが最大の課題である。

事業に対する評価

・規程の見直し、作成は予定の半分にとどまった。予想より完成までに時間が係ることが判明し
た。
・コンプライアンス研修会は2回の計画であったが、1回の開催となった。
・ガバナンス強化事業会議は6回の予定であったが、8回開催となった。
・公益法人の税務・会計についての研修会は、当連盟内での検討の結果、時期尚早ということで実
施を取り止めることとなった。

実
施
し
た
事
業
の
内
容

助成事業者における
カバナンスの課題

・明文化されている規程等の見直しを行う。
・明文化できていない団体内の基準を早急にまとめ規程とする。
・コンプライアンス、まとめた規程、制度に関する内容、共通認識のための研修会、勉強会を定期
的に開催することが必要。

事業の内容

１　規程の見直し、作成
２　コンプライアンス研修会　1回開催　10月19日（火）開催（オンライン形式）
３　ガバナンス強化事業会議への専門家の出席及びアドバイス　8回開催
上記「事業の成果」、別紙議事録参照

事業計画及び実績

年度当初計画 実績

組織統治に向けた
自発的な取組み件数

9 件 9 件
※コンプライアンス委員会及
び内部通報制度の設置など

研修会開催回数 9 回 9 回

延べ研修会参加者数 170 人 47 人

※NFのみ記載

NFへの専門家指導・助言回数 回 回
※JSPO、JOC、日レク、JPSA、
JADA、JSAAのみ記載

専門家配置人数 人 人
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情報の公開方法
(複数選択可)

（　　　　　　　　　　）※具体的な公開手段を記載してください。

※上記いずれかの公開が必要です。

公表した内容
(複数選択可)

※上記いずれかの公表が必要です。

事業実施後に参加者等に対する
満足度調査を行ったか

実施方法 研修会終了後に参加者にアンケートを実施

備考

行った 行わなかった

HPで公開

事務所等に備え、自由に閲覧できる環境を整備

広報誌・会報誌等で公開

情報開示請求があった場合に開示

事業の実施状況（助成金の交付を受けている旨を記載し、事業の進捗、途中経過を公開）

事業の実施結果（助成金の交付を受けた旨を記載し、事業の完了報告を公開）

助成金の使途に関する情報（助成金額（交付決定額）及び何に使用したのかを公開）

その他


